
第９回村岡新駅周辺地区まちづくり協議会
資料１

村岡新駅周辺地区の

まちづくりの取組について

（１）村岡新駅周辺地区まちづくりの経過について

（２）官民連携一体施設整備等事業（PPP事業）について



村岡・深沢地区は、湘南都市圏域及び三浦半島都市圏域における新たな地域の拠点

形成を目指し、一体施行の土地区画整理事業により、藤沢市村岡地区と鎌倉市深沢

地区のまちづくりを進めるために、まちづくりに関する役割分担等を次のように定

めました。

出典 湘南地区整備連絡協議会資料

神奈川県：事業推進等に関する調整

藤沢市：

自由通路整備事業

シンボル道路整備事業

鎌倉市：

シンボル道路（橋梁部）整備事業

公園・行政施設整備事業

UR都市機構：

両地区の土地区画整理事業

ＪＲ（３県市）：新駅整備事業

（１）村岡新駅周辺地区まちづくりの経過について 1



新駅整備事業について
◯2024年（令和6年）10月から工事を開始しており、順調に進めば、2032年（令和14

年）頃の開業が見込まれます。

■完成イメージ、工事写真

※提供：ＪＲ東日本 無断複製禁止

■線路切り替えイメージ
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基盤整備の進捗状況について
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２
２３

３

3



4

機運醸成の取組について 4

小中学生を対象としたワークショップ

■藤ヶ岡中学校3年生（7クラス・271人） ～2026年2月20
日～

■高谷小学校3年生（4クラス・136人） ～2026年2月27日
～



事業スケジュールについて 5



R10年度以降

（２）官民連携一体施設整備等事業（PPP事業）について

●想定スケジュール

●市有地及び土地区画整理事業による保留地を一体的に活用することで、官民連携

事業による村岡新駅周辺の都市拠点づくりを目指しています。

●事業者公募に必要となる条件等を作成するための事業検討パートナーを公募し、

令和 5 年 12 月に 2 者を選定しました。

●事業検討パートナーとの対話に基づき、周辺環境、

地域性とともに事業性も考慮しながら、新たなまち

にふさわしい研究開発拠点のありようとその実現の

ために必要な方策の検討を踏まえ、公募条件等を

作成しています。
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R9年度R8年度R7年度R6年度R5年度

覚書・契約締結

→事業着手
事業者

公募・選定

公募条件

等の作成
対話の

まとめ

空間形成に

関する検討

研究開発拠点の

拠点性の検討

競争的対話
検討パート

ナー公募



官民連携事業によるまちづくり･土地活用

まちづくり方針 ４つの重要テーマに基づいた導入機能のイメージ

●官民連携事業では、研究開発拠点の核となる研究系機能やオフィス機能、情報発信機能

といった研究・開発の場と飲食機能や生活サービス機能、サービスアパートメント機能といった

憩い・リフレッシュの場の形成を目指しています。
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公募で事業者に提案を求める主な事項（案） 8

• まちづくり方針・コンセプトブックの実現に向け、事業者に対して、事業
コンセプト、施設整備、運営、事業実施に関する事項を一体的に提案して
もらうことを予定しています。

民間機能・公共的機能・共通事項を含む施設・空間形成の方向性施設整備に関する条件

まちの価値を高めるエリアマネジメント運営に関する条件

事業条件・参加条件など、公募・事業実施に関する基本的事項その他

• 参加要件（開発実績・運営実績）
• 契約条件

• モニタリング方法（拠点運営・
エリアマネジメント） 等

• 活動範囲
• 活動推進体制

• 活動内容
• 資金調達方法 等

民間機能

公共的機能

• 研究開発拠点の核となる研究開発機能、情報発信機能やオフィス機能等
• 飲食機能や生活サービス機能などの新たな駅前としての魅力的な機能

• 広場空間・オープンスペース・緑地
• 交通結節点機能

共通事項
• 配置計画・動線計画
• 防災

• 景観・デザイン
• 環境配慮 等

1

2

3

地区の将来像の実現に向けた、事業全体の考え方事業コンセプト

• 「尖る創造と広がる創造を生み出す街」の実現に貢献する事業コンセプト



公募で事業者に提案を求める主な事項｜施設整備 9

• サイエンス、ものづくり、ヘルスケアなど、次代を
創造し牽引する先端技術に係るラボ施設（面積要件
の設定）

• 多様な分野の企業・人材が集い、新たな連携や創造
を生み出すような機能

ラボ施設

• 入居企業や研究・教育機関と市民等との相互交流や、
市民や駅利用者等が魅力的な知的体験や先端的サー
ビスの提供を身近に受けられるような施設

情報発信交流施設

• 研究開発機能を有する事業者、学術機関等との連携

• 新たなビジネス連携や交流機会等をコーディネートす
る役割・仕掛け

研究の連携

• 教育や健康など様々な分野で連携し、市民・住民に
対して意識啓発を行う取組

市民・地域に
対する取組

施設整備に関する条件 民間機能1

研究開発拠点の核となるラボ施設や情報発信交流施設

運営

関連する村岡新駅周辺地区まちづくりコンセプトブックで示されているデザイン要素

⑯時代の変化に対応する ／ ㉕個性・共創を発信する ／
㉖異なる分野の研究者や企業等が集う場がある ／ ㉗クリエイティブな人材を育てる ／

㉘新しい技術・考え等に触れられる ／ ㉙新しい変化に対応する ／ ㉚新しい変化を創出する



公募で事業者に提案を求める主な事項｜施設整備 10

関連する村岡新駅周辺地区まちづくりコンセプトブックで示されているデザイン要素

①知的好奇心を触発する ／ ③まちに開かれた小さなスペース

施設整備に関する条件 民間機能1

新たな駅前としての魅力的な機能

• 楽しむ、くつろぐ、サービスが得られるなどと
ともに、人がいることを感じる、多様な「過ご
し方」ができる機能

• レストランやカフェ、雑貨屋など個性的でお
しゃれで思わず立ち寄りたくなる機能

• 近隣住民等の利便性を高めるスーパーマーケッ
トなどの生活利便施設（広域からの誘客は想定
していない。）

過ごしたい場
となる機能

※なお、住居機能を提案する場合については、一定の規模要件
及び研究拠点としての魅力向上等の必要性を条件とする。

• 研究開発活動を支え、交流や滞在を促す機能
（サービスアパートメント・ホテル・インター
ナショナルスクール等）

研究開発機能と
相乗効果が
発揮できる機能



公募で事業者に提案を求める主な事項｜施設整備 11

• 多様な憩いや交流の場となる、駅前広場と一体的な
空間整備

• 賑わい創出のためのイベント開催など、多様なニー
ズに対応できる空間

• 建物との一体性を考慮した空間デザイン

広場空間・
オープンスペース

• 新駅を中心とした南北軸を意識し、グラウンドレベ
ルや施設を活用して大小さまざまな緑を連続して配
置

• 緑の持つ多面的な機能を街全体に展開

緑地

施設整備に関する条件 公共的機能2

関連する村岡新駅周辺地区まちづくりコンセプトブックで示されているデザイン要素

②自在に使えるまちかど ／ ③まちに開かれた小さなスペース ／⑤くらしをアクティブにする交通環境 ／

⑪人や環境にやさしく持続性のある移動手段 ／ ⑬「向こう」「奥」を感じる空間 ／

⑭可変性のある空間 ／⑮まちの景色が変わる空間 ／ ⑰連続する多様な緑

• 自家用車利用の削減に向けた施策

• 地域モビリティ（カーシェア、シェアサイクル、
電動キックボード等）の導入

• 周辺住民や来街者が利用できる駐輪場

交通結節点機能



公募で事業者に提案を求める主な事項｜施設整備 12

• 災害時にも、駅前の都市拠点として事業継続可能な対策

• 都市災害に対して、避難が出来る環境の形成
防災

施設整備に関する条件 共通事項３

関連する村岡新駅周辺地区まちづくりコンセプトブックで示されているデザイン要素

⑭可変性のある空間／⑮まちの景色が変わる空間／⑯時代の変化に対応する／

⑰連続する多様な緑／ ⑱効果的な省エネ・創エネ・蓄エネの積極導入／⑲循環型社会の構築／

㉑災害を難なく乗り越えられる／㉔安全のお裾分けができる

• 富士山や旗立山などへの視点場の確保

• 駅から街への繋がりや見え方などを配慮した空間・景観形成

• 村岡の丘陵地の一部として、事業用地の南北で連なる丘を感じられる空間

• 地域に開けた研究開発拠点として、オープンスペースとプライベートスペースの

境界を感じさせないような施設デザイン

景観・
デザイン

• グリーンインフラの整備、ネイチャーポジティブの実現に資する機能の導入

• 自然エネルギーの活用やエネルギー効率の高い環境配慮型の建築計画
環境配慮

• 村岡市民センター等の周辺の施設、地域資源や住宅地と連続した空間形成

• 線路沿いの空間が裏手とならないような設え、配置

• 自由通路と連続する動線を生かした賑わい創出及び本地区内のシームレスな移動
を確保する計画

• 公共交通とのスムーズな連携、連絡

配置計画・
動線計画



公募で事業者に提案を求める主な事項｜運営 13

• 周辺企業や地域等と連携しながら、継続的にまちづくり活動を進める体
制づくり

活動推進体制

関連する村岡新駅周辺地区まちづくりコンセプトブックで示されているデザイン要素

⑦活動が見える／⑧多様な主体が交流・共創できる環境／㉕個性・共創を発信する／

㉙新しい変化に対応する／ ㉚新しい変化を創出する

まちの価値を高めるエリアマネジメント運営に関する条件

• 施設整備後だけでなく、施設整備前段階においても地域や周辺企業等と連
携しながら、まちの魅力を高め続ける活動を求めます。

• エリアマネジメントの準備活動並びに「本事業の竣工まで」「本事業の
竣工後」の各段階における活動展開

段階的な活動展開

• 村岡新駅周辺の拠点性や防災性の向上など、研究開発拠点の情報発信、
地域の魅力向上に資する取組の実施

• エリアマネジメント事業の持続性を確保する仕組みづくり

• まちづくりの思想、コンセプトを継承する仕組みづくり

活動内容



都市空間イメージ 14

村岡新駅周辺地区まちづくり方針「空間整備イメージ」



都市空間イメージ 15

村岡新駅周辺地区まちづくりコンセプトブック「空間づくりの方向性」

①新駅を中心に南北をダイナミックにつなげたい（南北軸） ②村岡の丘陵地から空間構造のつながりを広げたい（駅北街区）

４つの空間デザイン



公募の流れ（案） 16
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